
地

球
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党
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欝
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石

油

地

質

畢

概

要

㈲

琴

畢

士

大

村

1

歳

三
石
油
の
地
質
学
上
の
分
布

石
油
は
古
生
厨
の
下
部
よ
-
欝
四
紀
層
に
至
る
殆
'I～

各
時
代
の
水
成
岩
中
に
費
見
さ
れ
て
居
る
｡
而
し
て
経
済
的

の
畳
を
産
出
す
る
も
の
は
そ
の
盛

り
多
少
を
問
は
ざ
れ
ば
古
鐘
暦
の
下
部
よ
-
弟
三
紀
膚
の
上
部
に
至
る
殆
ざ

金
時

代
の
地
層
に
分
布
さ
れ
て
屠
る
0
今
'
古
生
.
中
生
.
新
生
の
三
時
代
の
地
層
よ
り
産
拍
さ
れ
た
る
石
油
の

]
九
二

四
年
度
に
於
け
る
産
額
髪

ポ
せ
ば
次
の
加
-
で
あ
る
｡

古

生
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二
八
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〇
〇
〇
バ

レ
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厨
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〇
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四
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九
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0
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計

J
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〇

二

て

八
九
四
'
〇
〇
〇

二
八
%

三
〇
%

四
二
%

一

〇
〇
%

衆
'i
せ

鼎
の
石
油
産
額
の
記
線
の
明
白
だ
な
-
し
似
非
即
ち

7
八
五
七
年

以
降
山九
二
四
年
迄
の
纏
山蕗
頻
を
三
時



代
に
肝臓
別
し
て
示
せ
ば
大
略
次
の
加
-
で
め
る
O

着

生

厨

四
つ
八

叫
四
'
八
八
九
'

C
O
O
バ
レ
ル

中

生

居

て

八
〇
三
t
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〇
〇
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三
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玉
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四
六
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0
0
0

計

〓

1.
四
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7
二

二
八
七
.
〇
〇
〇

三
八
%

!
五
%

四
七
%

7
0
0
%

右
二
束
に
由
れ
ば
産
額
の
多
き
地
層
は
退
会
に
於
て
も
.
亦
現
在
に
於
て
も
第
三
紀
の
も
の
な
る
こ
E
を
知
る
｡

古
生
瀞
の
岩
石
中
に
塵
油
を
見
つ
ゝ
あ
る
地
方
は
北
米
の
東
部
及
び
中
部
に
限
ら
れ
'
こ
れ
以
外
の
地
に
は
全
-

こ
れ
を
見
な
い
O
中
生
膚
の
岩
石
中
に
産
油
あ
る
地
方
は
北
米
に
て
は
中
部
､
南
部
並
に
ロ
ッ
キ
ー
山
脈
の
東
北
部

及
び
メ
キ
シ
コ
等
に
し
て
'
其
の
他
は
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
'
弼
逸
'
エ
デ
ブ
ー
'
ト
ル
キ
ス
タ
ン
及
び
露
西
東
の
裏
海

の
北
岸
等
で
あ
る
｡
又
'
そ
の
畳
は
極
め
て
少
最
な
れ
で
も
支
那
駅
西
省
の
石
油
も
中
生
厨
よ
-
の
も
の
で
あ
る
C

こ
れ
等
古
生
､
中
生
厨
以
外
の
世
鼎
全
部
の
抽
出
は
舘
三
紀
層
の
岩
石
よ
-
歳
出
す
る
0
北
米
に
で
は
太
申
搾
沿

岸
.
メ
キ
シ
コ
嘩
沿
岸
.
西
南
部
(
メ
キ
シ
コ
閥
墳
方
面
)地
方
に
於
て
麓
三
紀
潜
中
よ
-
盛
に
石
油
を
産
揖
し
て
屠

る
｡
即
ち
北
米
に
於
て
は
古
生
'
中
生
.
新
生
の
三
時
代
の
総
て
に
産
油
を
見
て
屠
る
わ
け
で
あ
る
｡

古
生
厨
中
に
於
て
.
最
下
部
の
定
式
利
雅
紀
厨
に
て
は
そ
の
中
部
に
屈
す
る
地
層
か
ら
瓦
斯
を
産
山
し
て
居
る
0

是
は
有
機
鷹
泉
化
水
素
を
脹
胎
す
る
最
古
の
地
層
で
あ
る
｡
然
か
し
東
だ
石
油
は
敬
見
さ
れ
な
い
｡
次
の
奥
陶
紀
層

に
至
れ
ば
多
重
の
石
油
を
座
し
て
屠
る
｡
志
留
利
亜
紀
暦
に
も
比
駿
的
少
塵
な
れ
で
も
産
油
ゐ
-
.
裾
盆
紀
膚
'
石

炭
紀
厨
に
至
っ
て
は
着
生
厨
中
の
最
も
選
要
L･{
る
産
油
厨
準
で
あ
る
O
こ
盛
紀
の
下
部
に
も
石
油
の
産
出
を
認
む
る

石
油
地
質
嬰
概
要

莞
i

五
五



地

球

第
六
懸

第
四
鱗

云
1

尊
者
も
あ
れ
共
多
-
の
人
は
こ
れ
を
石
衣
紀
の
も
の
だ
し
て
取
扱

っ
て
居
る
｡

五
六

台
盤
界
各
暦
の
石
油
産
額
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六
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四
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右
の
表
に
由
れ
ば
石
炭
紀
膚
は
古
生
界
中

に
於
て
麿
倒
的
の
敦
盛
を
有
し
て
屠
る
｡
(
石
崖
斬
表
中
'
奥
陶
紀
厨
の

も
の
は
他
だ
の
混
雑
少
き
も
泥
雫

石
衆
の
両
層
は
油
田
に
よ
-
て
は
相
伴
ふ
て
稼
行
さ
れ
つ
ゝ
あ
る
故
'
其
分
離

不
可
能
な
る
を
以
て
其
部
分
に
於
て
ほ
推
定
に
由
-
そ
の
魚
を
定
め
'
叉
.
志
留
利
亜
紀
層
の
如
き
産
額
少
な
-
'

あ
る
年
代
以
後
は
他
の
地
層
の
油
田
の
も
の
に
合
併
計
算
さ
れ
た
る
を
似
て
そ
の
以
後
は
其
の
額
を
推
定
せ
-
o

中
生
暦
に
て
石
油
を
産
出
し
っ
～
あ
る
も
の
に
し
て
北
米
倉
衆
閥
'
メ
キ
シ
コ
.
ア
ル

ゼ

ン
チ

ン

'
浅
及
等
に
於

け
る
も
の
は
凡
て
自
重
紀
層
に
し
て
.
弼
泡
に
於
て
は
ニ
芯
饗
紀
及
び
白
壁
紀
犀
で
あ
る
0
露
西
袋
の
裏
梅
の
北
岸
に

於
け
る
も
の
及
び
ト
ル

キ
ス
タ
ン
の
も
の
は
明
瞭
な
ら
ざ
る
も
日
豊
紀
の
も
の
で
あ
る
や
ぅ
で
あ
る
｡
猶
過
の

一
九

二
四
年
の
席
覇
は
四

〇
六
'
〇
〇
〇
.Pt
レ
ル
に
し
て
､
(
=
の
内
に
は
極
少
塵
の
第
三
紀
層
よ
-
の
産
額
を
合
す
)
そ

の
大
牢
は
自
室
紀
膚
の
も
の
で
あ
る
0
枚
に
中
生
厨
の
一座
街
中
自
重
紀
瀞
以
外
の
も
の
は
垂
潤
よ
-
見
て
極
め
て
少

虞
に
常
る
わ
け
で
あ
る
0
要
す
る
に
現
在
に
て
は
中
生
膚
に
し
て
石
油
を
産
出
す
a
-
の
は
各
部
白
菜
紀
だ
見
て
差



文

へ
な
い
程
度
で
あ
る
0
因
に
支
那
陳
西
省
の
も
の
は
山
根
漸
次
穐
山轡
士
に
由
れ
ば
保
雅
紀
厨
だ
の
:
空
で
あ
る
0

産
的
窮
三
紀
暦
の
地
肇
系
統
を
陶
別
に
し
て
列
轟
す
れ
ば
次
の
如
-
で
あ
る
｡

北

米

合

衆

団

未

申
拝

沿

岸

油

田

申
新
ー
鮮
新
両
統
私
書

J
L
始
鄭
純
も
極
少
盈
松
庵
出
す

メ
キ

シ

n
磯

沿
岸

油

田

始
新
統
よ
り
鮮
勤
続

に室
ろ
地
層
よ
り
塵
出
し
其
の
間
の
院
別
明
瞭
せ
ず

西

南

部

的

E
i
(即
断
か
む

宗

続
､
(船
郭
統
の
み
よ
晶

出
-

細
田
は
此
の
詔

以
外
に
他
に
例
モ

〕

露

両

虎

ペ

ル

シ

ャ

簡
閲
東

印

度

諸

島

羅

馬

周

東

.ij

〝

マ

ビ

〝

ヤ

ベ

ル

ポ

ー

ラ

ン

ド

チ

エ
n
ス

ロ
.rt

キ

ヤ

俳

蘭

ツ

タ

tl
ダ

日
石
的
地
質
寧
概
要

ツ

本 t.西

虫
TJし
て
申
新
統

漸
新
純
､
中
郷
続
に
し
て
就
中
-
漸
新
銃
が
虫
軍
部
私
占
む

中
新
続
､
鮮
新
枕
.
就
中
'
中
和
統
私
立
'1す

抑
漸
統
~
申
新
流
.
鮮
新
鎌
な
れ
ど
も
鮮
新
報
滑
々
優
勢
七･iり

申
新
銃
､
脚
新
統

申
新
税
~
鮮
新
統

巾
新
統

漸
新
統
(坤
新
椛
も
少
畳
む
出
す
)

漸
新
統
(同
)

漸
新
統

中
新
続
､
鮮
新
純
私
立
+)で

中
新
雄
､
鮮
新
枕

愚盈



地

球

発
六
啓

発
四
駄

犬

岬

が
八

此
の
外
.
中
捷
暦
だ
軸
累
積
せ
る
駕
三
紀
厨
中
に
少
量
を
産
出
し
っ
ゝ
あ
る
地
方
が
あ
る
｡
即
ち
墨
其
苛
及
ア
ル

ゼ

ン
チ

ン
に
放
て
は
始
新
枕
.

エ
デ
ブ
ト
に
て
は
中
新
枕
及
漸
新
枕
'
狗
逸
に
て
は
漸
新
雄
で
あ
る
｡
以
上
の
状
勢

よ
-
見
る
に
第
三
紀
層
中
に
て
ほ
中
新
鮮
.
鮮
新
釈
が
最
も
多
量
に
石
油
を
産
旧
し
'
漸
新
疏
こ
れ
に
次
ぎ
始
新
錬

最
も
少
畳
で
あ
る
｡

以
且
説
明
せ
る
ど
こ
ろ
に
基
き
各
地
貿
時
代
を
通
じ
て
観
察
す
る
に
'
石
油
を
最
も
多
量
に
産
出
す
る
系
統
が
金

時
代
を
通
じ
て
三
っ
あ
る
こ
E
を
費
見
す
る
0
即
ち
石
衣
配
.
自
重
紀
及
び
鈴
三
紀
の
三
つ
が
そ
れ
で
あ
る
｡
前
掲

の
数
字
に
就
て
見
る
も
此
の
三
系
統
以
外
の
系
統
上
-
産
出
す
る
最
は
極
め
て
少
虞
で
.

1
九
二
四
年
度
の
産
額
に

封
し
て
は
約
七

.ハ
-
セ
ン
ト
.
過
去
の
緒
産
願
に
射
し
て
は
約
三
%
位
に
し
か
思
っ
て
居
な
い
0
要
す
る
に
過
去
地

に
現
在
に
於
け
る
陛
罪
石
帥
産
額
の
殆
.I,/J
基
部
は
石
炭
'
自
重
'
第
三
の
三
系
統
か
ら
凍

つ
ゝ
あ
る
も
の
ど
見
て
差

し
文

へ
な
い
｡

次
に
'
石
炭
紀
.
自
重
紀
'
第
三
紀
の
地
膚
の
み
が
何
故
に
斯
-
多
畳
の
石
油
を
抱
赦
せ
る
か
笠

石
ふ
規
由
に
至

っ
て
は
伸
々
難
し
い
問
題
で
あ
る
か
ら
､
蓑
に
は
そ
の
諭
覇
を
避
け
て
'
地
層
の
状
態
だ
石
抑
絶
滅
の
閉
係
を
冊
累

に
述

べ
て
澄
-
｡

あ
る
層
系
中
に
多
盛

り石
油
の
存
在
せ
る
こ
亡
は
'
皆
然
其
の
厨
系
中
に
石
油
が
盛
に
成
鎖
さ
れ

た
も
の
}J
考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
.
然
か
し
石
油
が
成
生
さ
れ
て
も
P
そ
の
地
層
が
弊
質
し
て
孔
院
を
失
ひ
倉
抽
不
醗
}J

な
り
'
或
は
敵
し
き
擾
乱

に
由

-
石
油
体
液
に
不
適
常
ど
な
れ
ば
'
石
油
は
泡
散
し
永
き
地
貿
年
代
の
問
に
影
を
止

め
ざ
る
に
乗
る
こ
ど
も
考

わ
ね
ば
な
ら
ぬ
O
か
-
考
ふ
れ
ば
石
油
成
生
彼
の
地
層
の
縫
肇
擾
乱
も
倉
油
に
関
し
て
重

野
な
傭
件
で
な
け
れ
ば
t･bら
ぬ
｡
そ
れ
敢
'
あ
る
層
系
中
の
石
油
の
存
否
に
放
て
考
ム
る
域
倉
に
は
-
不
納
の
成
生



5J
t
蝿
牌
の
舜
肇
確
執
7,1
の
二
つ
の
傭
伸
に
就
て
合
せ
て
考
わ
て
見
る
必
要
が
あ
る
O
北
棟
的
舌
根

S地
層
は
招
勘

を
驚
け
る
栂
骨
が
比
較
的
多
き
故
'
そ
れ
だ
け
抱
減
の
石
柵
を
火
ふ
欄
骨
が
多
い
わ
け
で
あ
る
O
=

の閥
係
は
着
生

暦
の
如
き
有
紀
の
地
層
中
の
食
油
が
極
め
て

1
局
部
tH1
方
に
限
ら
れ
'
窮
王
妃
厨
の
如
き
新
把
の
地
層
中
の
食
油
が

騒
き
範
囲
の
地
方
に
及
ん
で
居
る

1
両
の
塊
由
ど
も
考

へ
ら
れ
ぬ
で
も
な
い
｡
例

へ
ば
北
米
の
中
部
'
東
部
の
石
油

を
抱
戎
せ
る
着
生
暦
の
地
層
に
就
て
見
る
に
.
擾
乱
を
受
-
る
こ
ビ
極
め
て
瞳
徴
で
'
石
油
を
貯
溜
し
得

べ
き
孔
院

を
充
分
に
保
存
し
て
居
る
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
｡
期
の
如
き
地
膚
の
状
態
が
北
米
の

7
局
部
の
古
生
潜
中
に
石
油

を
抱
減
す
る
こ
ど
の

1
の
東
大
な
る
理
由
だ
考

へ
ら
れ
る
｡

最
後
に
産
湘
地
質
の
地
質
仲
代
だ
石
油
工
業
費
蓮
の
一順
序
を
見
る
に
､
今
日
の
世
界
の
石
油
工
業
は

】
八
五
九
年

の
北
米
東
部
油
田
(
ァ
.ハ
)

シ
ャ
/

油
田
)
の
成
功
を
其
の
紀
元
だ
し
て
居
る
が
.
此
の
油
田
の
最
初
の
出
納
地
は
嘱

盆
紀
層
の
最
上
部
(単
著
に
中

り
て
は
石
凍
死
の
最
下
部
だ
す
る
)
の
砂
岩
中
か
ら
採
油
し
た
も
の
で
あ
る
,
そ
の
後

漸
琴

着
生
層
の
各
時
代
の
地
層
に
及
び
'
最
初
よ
-
約
二
十
年
間
は
世
界
に
於
け
る
慶
柵
の
大
部
分
は
着
生
膚
よ

り
の
も
の
に
依
っ
て
占
め
ら
れ
'
皆
時
に
於
て
は
古
生
暦
は
最
も
有
勢
な
る
産
油
膚
準
で
あ

っ
た
｡
そ
れ
故
'

1
八

七
人
年
頃
'
石
炭
並
に
石
肋
の
邪
恋
の
褒
め
北
凍
倉
衆
図
上
-
本
邦
に
招
晒
さ
れ
た
る
地
質
単
著
ピ
ー
･

エ
ス
.
ラ

イ

マ
ン
の
如
き
は
本
邦
油
田
は
第
三
紀
層
の
も
の
に
し
て
古
生
厨
に
あ
ら

ざ
る
の
故
を
以
て
撒
水
を
悲
観
し
た
程
で

あ
っ
た
｡
第
三
紀
層
中
の
産
箱
は
ル

マ
エ
ヤ
を
最
初
yJ
に
罵
酋
亜
は

一
八
八
〇
年
頃
･L･ih
接
頭
し
､
北
米
太
年
洋
沿

岸
油
田
は

1
八
九

〇
年
頃
よ
り
有
力
ど
な
-
'

1
八
九
七
'
八
年
頃
に
は
第
三
紀
層
の
産
額
は
藩
に
古
生
暦
の
そ
れ

を
凌
鶴
す
る
に
至
っ
た
.
曲
の
曹
崎
野
上
-
批
界
各
地
に
第
三
紀
層
の
納
附
が
出
現
し
勃
興
し
初
め
轟
々
夢

二
紀
原

石
抽
地
質
撃
概
畢

71金

武
九



地

球

璽

ハ
食

第
四
解

義

六

〇

の
産
額
を
増
大
す
る
に
空
っ
L
,
の
で
あ
る
｡
自
室
紀
暦
の
産
額
は

l
八
八

〇
年
頃
に
燭
逸
及
び
北
米
の
…

キ
ー
山

テ
キ
サ
ス
南
部
方
南
に
極
め
て
少
畳
の
蕗
街
堅

不
し
て
居
る
が
二

九

t
O
年
メ
キ
シ
コ
油
田
の
勃
興
に
由

り
産
額

増
大
し
漸
-
重
要
な
る
産
油
厨
準
た
る
を
認
め
ら
る
～
に
萱
-
,
東
に
其
の
後
･
北
米
の
中
簡
及
び
ロ
ッ
キ
ー
山
方

両
の
興
隆
孟

ハ
に
着
生
層
･
璽

露

層
の
産
額
"
敦
盛
藍

肌
貴

重
っ
た
の
で
あ
る
｡
要
す
る
に
石
油
工
業
の
初
期

に
は
着
生
厨
が
燭
で
憲
要
な
る
慶
油
層
系
ど
考

へ
ら
れ
克
-
L
も
･
そ
の
中
期
に
於
て
撃

嘉

厨
は
碇
に
重
要
な
る

鹿
油
層
系
た
る
を
知
る
に
至
っ
た
.
而
し
て
白
菜
紀
暦
が
重
蚤
塵
油
層
系
た
る
を
帯
め
ら
れ
た
の
は
僅
々
十
数
年
雑

の
串
で
あ
る
｡

(

未
完
)

Ⅹ

光

線

と

宙

監

物

畢

ロ
シ
ア
撃
術
腕
の
地
質
博
物
館
で

ハ
l
/

マ
リ
｡
ア
イ
芸

か
及
び
ラ
イ
,芸

か
少
閑
博

士
に
ょ

つ
て
岩
塊
中
に
包
赦
さ
れ
た
化
石

か
Ⅹ
光
線
で
見
出

す

賛
陵
が
行
ほ
れ

iI
｡
地
の
方

接
は
砂
岩
中
の
骨
の
化
石
に
魂
に
適
し
東
栄
中
の
も
の
で
は
不
成
功
で
あ
っ
た
.
此
斑
紋
1

用
ひ
ら
れ
i1
材
料
は
北
部
ド
サ
イ
ナ

D
w
in
a
竺

義

絶
砂
岩
中
か
ら
挟
塊
さ
れ
た
絶
息
根

の
骨
ね
含
む
国
塊
で
あ
っ
ii
｡
猶
砂
岩
中
の

ア
ン
預
ナ
イ
i
･.1
樹
し
て
も
蹄
典
は
良
好
で
あ

っ
i
i
O
岩
塊
は
三
〇
×
四
〇
概
よ
り
大
で
も
つ
て

は

い
け
誓

,,
も
か
-
仙
石
が
之
か
包
鹸

す
る
岩
石
(,,
成
分

が
かな
･p
途

へ
ば
Ⅹ
光
牌
で
化
石
の
あ
る
な
し
が
判
る
､
赦
し
例

へ
ば
石

灰
岩
中
の
方
解
石
で
硯
鞄
rL･れ
i1
骨
は
ラ
ヂ
オ
が
ヲ
ム
に
現
ほ
れ
て
爽
な
い
ミ
耳
ふ
｡
此
り

最
後
の
紡
果
托
せ
て
大
共
博
物
柵
で
同
じ
方
法
で
始
敢
為
の
骨
格
に
就
い
て
試
馳
し
て
見
㍗

ミ
4
,線
i1
紡
糸
'二

枚
す
る
｡


